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５．保全地域の目指す姿 

生物多様性の危機や、新型コロナウィルス感染症が社会に大きな影響を与えている中、

保全地域が求められる役割も大きくなっています。 

保全地域が東京に残された貴重な自然環境の保護と回復を目的とした緑地であるこ

とを踏まえた上で、今後の保全地域が東京都の生物多様性保全の取組の一翼を担うた

めにどのような役割を果たすべきか、目指す姿を設定します。 

 

１）東京の生物多様性の拠点として、それぞれの保全地域で希少種を

はじめとする在来の動植物が安定的に生息・生育している 

開発から守られた保全地域の自然ですが、手入れが行き届かないことによる植生の変

化や外来種による在来種への影響、希少種の盗掘など自然環境の劣化も見られます。 

保全地域は、都内において絶滅の危機にある希少な動植物の生息・生育地となってい

ます。これらの動植物や、それらを支える多様な動植物の生息・生育地として、それ

ぞれの保全地域の特徴を踏まえた管理を適切に行うことにより、自然環境の保全・再

生を行い、そのポテンシャルを引き出していきます。 

 

２）保全地域が身近な自然として地域住民や都民に親しまれ、生物多

様性保全や保全地域の重要性が理解されている 

保全地域は、市街化した台地や丘陵地の縁辺部に位置し、比較的アクセスがしやすく、

また、希少な動植物が生息・生育するなど魅力的な自然に触れられる緑地です。一方

で、住宅街に近接する場所も多いため、その保全には近隣住民の理解と協力が欠かせ

ません。 

保全地域の貴重な自然や保全の意義、生物多様性保全の取組とその成果などについて

十分周知し、理解を図っていきます。そのために、都民が身近に保全地域の自然と生

物多様性の恵みに触れ、緑地保全の重要性を学び、貴重な自然を守り育てていく、多

様な機会と場を提供していきます。 
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３）多様な主体と東京都が連携し、保全地域の保全に取り組んでいる 

現在、保全地域の維持管理は、東京都、環境公社、地元自治体、ボランティア団体の

活動により行われています。また、東京グリーンシップ・アクションによる企業との

連携、東京グリーン・キャンパス・プログラムによる大学との連携、都民参加による

体験プログラム「里山へ GO！」の開催など、多様な主体が保全地域の保全管理活動

に関わっています。 

保全地域に関わる主体の役割分担を明確にしつつ、各主体間の情報共有と合意形成を

行うなど、様々な主体による持続可能な管理体制を構築していきます。また、大学や

企業、都民やその他の多様な主体との連携をさらに推進し、保全地域の保全・活用を

通して人々の交流活動を促進し、地域コミュニティの育成に貢献するとともに、技術

交流を活発化し、生物多様性保全のための技術力を向上させていきます。 

 

 


